




まとめ 

Ⅰ尿中白血球が(一)である場合には UTI を否定することが出来る。 

Ⅱ消毒中間尿(又はバック尿)における細菌の証明は,1),102/m1 以下の場合は,まず穿刺尿

で検出されることはないのでUTIを否定する,2),103/m1で一種類の細菌が検出される場合

には再度の検査又は穿刺尿による検査および経過観察を要する。103/mI で複数の細菌が検

出される時は,ほとんどの場合穿刺尿では陰性である。3),104/m1↑の時は穿刺尿でも細菌

が検出される確率が高い。 

Ⅲ膀胱穿刺を採尿法として用いることにより,診断を速く確実にすることが出来る。 


